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安心・安全なまちづくりを目指します

地震・防災対策を進めます

●市内の企業、運送業者、タクシー会社と連携し、車から子どもを見守る体制を強化します。

●特にすべての公用車、準公用車、外郭団体の車に啓発ワッペンを貼り、重点的に見守り活

動を行います。

●市内のＮＰＯ等と連携し、ブルーパトカー（青色回転灯車）で市内全域のパトロールを行

います。

●通りに面した明かりを灯す「一戸一灯運動」の推進や街灯の増設により、明るい八尾の

まちを実現し、犯罪のない安全なまちづくりを進めます。

●人口が急増するＪＲ久宝寺駅前に、警察官常駐の交番を作ります。

●市民への多元的な情報提供にEメールや携帯メールを活用します。

●八尾空港や周辺地域について、災害に強いまちづくりを主点に、その整備や関連道路建

設を行い防災基地としての役割を果たします。

●東南海、南海地震、上町断層、生駒断層に起因する地震に対応できる八尾市地震防災戦

略を構築します。

●八尾市消防や自衛隊などの防災機関、住民、企業、医療機関、各種ボランティア団体など

広範な組織が参画し、他市とも連携する実践的な防災体制を作ります。

●災害発生時に役立つ「企業貢献バンク」を設立し、災害時に実効ある情報交換と支援を

行います。
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行政は最大のサービス産業

親切丁寧な市役所を創ります

職員の政策立案能力の向上

●抜本的な行財政改革プログラムを策定し、早急に財政再建に取り組みます。

●市職員のみならず、外郭団体や関連団体のコンプライアンス（法令遵守）意識を高め、契

約等の不合理性や行政対象暴力の徹底排除を行います。

●国の三位一体改革の大幅修正を求め、基礎的自治体として自立した八尾市を目指します。

●上下水道を一本化するなど、市役所のムダを排除します。

●市道や公園、小中学校のみどりを一元管理し、市役所の効率化を図ります。

●ＩＴ化を積極的に推し進め、地域電子ネットワーク社会を構築し、行政手続きの大半が

インターネットでも可能になるようにシステムを構築し、「ノンストップサービス」の実現

につとめます。

●コンビニ収納など多様な収納方法を採り、徴税率を上げ、自主財源確保につとめます。

●ネーミングライツをはじめとする資産活用や、貸付金、出資金など債権等の有効活用に

ついて、具体化をすすめ、自主財源確保の多様化を図ります。

●市役所に総合窓口を作り、引越しなどの手続き

を便利にします。

●福祉総合窓口を作り、福祉手続きを簡単にします。

●生涯学習センターや大規模商店などに住民票

の交付機設置を進めます。

●市民サービスコーナーを発展させ、夜8時まで

諸証明が即時交付できるようにします。

●八尾再生の実現に必要な職員の資質向上のため、大学や研究機関と連携し、庁内勉強会

の開催や職員の出向などを行います。
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■八尾市の平成19年度一般会計当初予算を、ひと月の家計簿のイメージに置き換えてみると…。
自主財源を月収36万5,955円の平均的なサラリーマンの世帯の収入にみたてています。

給料：366,000円
（市税・使用料・手数料など）

家族の食費：164,200円
（人件費）

家族の医療費：159,500円
（扶助費）

借金の返済：69,000円
（公債費）

日用品・家の修繕費等：127,800円
（物件費・維持補修費等）

子どもへの仕送り：104,400円
（繰出金）

親からの仕送り：241,400円
（地方交付税・国庫支出金など）

貯金からの引き出し
（繰入金）
23,700円

借金（市債）
45,700円 計 676,800円 計 676,800円

自治会やサークルの会費
（補助費等）

48,500円

貯金（積立金）
500円

株券の購入：2,900円
（投資・出資・貸付金）


